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はじめに
筆者が外国人医療に取り組むきっかけとなったのは大和市立病院外科に

勤務していた1987年、公益財団法人アジア福祉教育財団難民事業本部の
定住促進事業で開設した、インドシナ難民大和定住促進センターの嘱託医
となったことであった。母国の政変の混乱から逃れてタイ国をはじめとす
る難民キャンプに収容され、日本定住の意志を持って日本政府に受け入れ
られたカンボジア難民やラオス難民の診療にあたった。日本語を理解でき
ない人々が適切な医療を受けることの難しさを痛感し、1990年に大和市内
に日本人も外国人も同じ地域住民として診療する、医療通訳者を配置した
小林国際クリニックを開設。さらに翌91年、外国人の医療・医事電話相談
を無料で、5カ国語で受け付けるNPO法人AMDA国際医療情報センターを
設立した。本書の内容はこれらの活動の中で経験した雑学のまとめである。
より実践的となるよう、あえて国名、民族名や宗教名を挙げて書いた。

しかしながら、日本人にもいろいろな考えの人がいるように、同じ国、同
じ民族でもさまざまな考えの人がいて、すべての人に当てはまるわけでは
ないことを承知していただきたい。それでもあえて国名，民族名，宗教名
を書いたのは、具体的に書かないと現場で役立たないと思ったからである。
決して特定の国、特定の民族、特定の宗教に関して偏見を持っているわ
けでもなく、差別を助長しようという考えもないことをぜひ理解したうえ
でお読みいただきたい。

1. 採血をするときに針を刺した瞬間、 
針から腕を引き抜こうとする

ポイント

▶腕を引き抜かれないよう、予防的にスタッフに協力してもらう
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採血のために針を刺されることは誰でも好きなことではないが、それで
も我慢する。ところが、大人になっても針を刺されることに極端に恐怖を
覚え、足をばたつかせたり、涙ぐんだり、針を刺した瞬間、駆血帯で腕を
圧迫したまま、腕を引き抜こうとする人が特にフィリピン人では珍しくな
い。引き抜かれると周囲に血液が飛び散ることになるので注意が必要だ。

対処法

スタッフが後ろから優しく肩を抱いてあげたり、励ましながら、このよ
うな行動が起きないように「予防措置」することであろう。

2. 待合室の子どもたちがうるさい

ポイント

▶「体調の悪い人もいる」と具体的な理由を添えて、静かにするよう注意

するべし

アジア、南米の子どもたちをみていると待合室で大きな声で話し、動き
回っていることがよくある。日本人の中にもそういう子どもたちがいない
わけではないが、非常に目立つ。付き添いの保護者を見ていると、注意を
するわけでもなく、ほとんどが子どもの好きにさせているようにみえる。
このような行為を放置しておくと、日本人患者の中には待合室の騒がし

さに嫌気がさしたのか、不満顔の人たちもみかけるようになる。さらに放
置すると患者の減少につながりかねない。
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対処法

スタッフが直接、静かにするよう、保護者や対象者に説明するしかない
と思われる。ただし、「注意」をする際には「静かにしてほしい」と言うので
は不十分である。外国人だから注意されたと誤解されかねない。体調の悪
い人もいるので、医療機関の待合室では静かにして待っていてほしいと具
体的に理由を説明すべきである。

3. 「熱い」という訴え

ポイント

▶痛いわけではないようだが、どのように理解してよいのか悩む

▶訴えをよく聞いてみるしかない

外国人を診察していると、中国人、東南アジアの人、南米の人など広範
囲の人々から「胃が熱い(hot)」「おなかが熱い(hot)」などの訴えをよく聞
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く。痛いのか尋ねると、「痛いのではない、熱いのだ」と言われる。逆流性
食道炎を疑って、内視鏡検査を行ってみてもとくに異常がないので器質的
疾患ではなく、機能的疾患なのだろうと想像する。よほど特殊な疾患でな
い限り、日本人でも同じような疾患に罹患する人がいるはず、ということ
は同じような訴えがあるはずなので、よくよく考えてみるのだが、思い当
たる症状、疾患があまりない。

対処法

対処法らしい対処法はない。訴えをよく聞いてみる、胃に関しては内視
鏡など検査を行うしか方法はないだろう。

4. 「無料」で診てくれるところはないか 
という質問

ポイント

▶外国人への生活保護の準用は、永住、定住等の在留資格を持つ人に限

られる

初めてこのような質問を受けた時には、随分、図々しい質問だなと思い、
質問した患者に対してあまりいい印象は持たなかった。
台風オンドイ（2009年）による被災者の支援のためにマニラに行ったと
き、フィリピンジェネラルホスピタルに寄った。そこで、ある部署の前に
患者の長蛇の列ができているのを目にした。フィリピン人の友人に尋ねた
ところ、医療費が支払えない収入であることの証明を求めて並んでいると
のことであった。それが認められると医療費は無料となるシステムなのだ
そうだ。

イスラム教を国教とする国で、貧しい人々に対して無料診療を行う医療
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